








要約:注意欠陥多動障害(ADHD)児の注意能力測定器である Gordon　Diagnostic　System(GDS)

を 16 例に施行したところ ADHD ばかりではなく情緒、感情や知能面などになんらかの問題

が存在する場合、異常がみられることが多いという成績を得た。学習障害児には二次的な

情緒・感情障害が伴うことも多く、GDS は学習障害児の客観的なスクリーニング法の一つ

にもなり得ると思われる。また、学習障害児と前頭葉機能障害との関連が指摘されている

ADHD 児との注意・認知機能の異同の解明も期待される。


